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　環境保全研究所では，年間を通じて「自然ふれあい講座」という一般向けの観察会を行っている．そのな

かで，２００１年４月から２００５年１０月まで継続して「里山歩き」シリーズを企画し，開催した．これは，県内各

地のさまざまな里山を実際に歩きながら，地域を丸ごと観察し，味わい，里山の抱えるさまざまな課題を共

有しようという試みで，県内の１７箇所の里山で実施したものである．

「里山歩き」のねらい

　「里山歩き」シリーズの特徴と最大のねらいは，研究所の複数の専門担当が一緒に歩きながら，個別の対象

だけに限定せずに，地域の自然や生活、歴史、文化をまるごと観察し，ともに体験するという点にあった．こ

のねらいには，　

�　里山の魅力は，花や虫，石や川や道といった個別の対象だけにあるのではなく，それら相互の関連性

にも大きな魅力を見つけることができること

�　里山の環境保全を考えるばあい，総合的に地域をとらえる視点が不可欠であること

という里山研究プロジェクトの基本方針があり，またそのような地域のとらえ方そのものに，観察会として

の新たな可能性を見出したことによる．参考までに，私たちが企画した「里山歩き」の実際について簡単に

紹介する．

「里山歩き」の準備

　里山の自然は人の暮らしを抜きにはできないが，暮らしを理解するには，土地の歴史を知ることがまず必

要である．そのため準備段階から，複数のスタッフが協力して，ルート選びから観察ポイントの設定，観察

会のねらいなどについて一緒に検討した．また，参加者が地域を理解するのに役立ててもらえるように，以

下の簡易な資料をセットにして準備した（Ｐ．１１６～１１７の参考資料を参照）．

　①　地域の歴史年表（地質時代から現代までの主な出来事）

　②　見どころマップ（当日の観察ポイントの位置などを図示）

　③　主な見どころに関する簡単な解説

　当日は，この資料を参加者に配布し，持ち帰っていただくようにした．

　長野県は変化に富む地形や標高差，多様な気候条件，複雑な自然史や歴史をもっており，ひとくちに「里

山」といっても，各地に多種多様な環境や文化が育まれている．次ページに示すように，県内１７箇所の開催

地では，地域ならではの様々な見どころやテーマが設定された．

「里山歩き」の実際

　当日は，参加者とともに４～５人のスタッフが一緒に里山を歩きながら，各観察ポイントで必要に応じて

解説を行った．個々の対象について地元に詳しく知っておられる方がいる場合は，事前に解説をお願いした

り，あるいは当日の参加者の中に地元の方が含まれていることがあり，観察をしながらそういう方に直接体

験をうかがうこともあった．そして，現地で地域の魅力や里山のこれからについて参加者同士による意見交

換も行った．
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　参加者の募集人数は，毎回２０名とした．この企画のねらいである「地域を知り、思いを共有すること」が

できるためには，どうしてもこのくらいの規模に抑えることが必要であった．ルートには旧街道あり，杣（そ

ま）道あり，登山道ありで，季節に応じた花や生き物たち，人の暮らしや民家，歴史的な景観，変化に富む

地形や地質など，当日になって思いがけない発見や出会いもたくさんあった．

　たとえば長野市旭山ではカタクリの見事な群生を楽しみ，善光寺平の大きな眺望の意味を考えた．また飯

山市富倉峠では雪国の暮らしと富倉古道を訪ね，小谷村千国街道では塩の道のたたずまいのなかに野生ミツ

バチの巣を発見し，あるいは地すべりなどの災害と暮らしについての体験も伺った．南牧村飯盛山周辺では

高原野菜の産地とフォッサマグナの物語を味わい，天龍村焼尾峠ではかつての秋葉道（為栗道）の自然と歴

史を学んだ．そして明科町長峰山では，里山環境と市民による里山整備活動の様子をたずね，伊那市では段

丘に特徴的な自然環境と暮らしの関わりを学び，飯綱高原や霧ケ峰では信州の高原の自然や草原の意味をと

もに考えた。

自然ふれあい講座「里山歩き」の概要（２００１年～２００５年実施）

　　　　 実施年月　　　場　　　所　　　　　　　　　　主要な見どころ・テーマ 　　　　　　 （主担当） 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

１回　２００１年４月　旭山（長野市） カタクリ群生、都市近郊の里山、長野盆地 　　 （須賀）
２回　２００１年１０月　かつら山（長野市） 芋井の集落、戸隠道、飯縄信仰 　　　　　　　 （富樫）
３回　２００１年１１月　富倉峠（飯山市） 雪国の暮らしと自然、歴史の道 　　　　　　　 （浜田）
４回　２００２年５月　千国街道（小谷村） 塩の道、雪国の自然、災害と暮らし 　　　　　 （富樫）
５回　２００２年８月　飯盛山（南牧村） 草原と生き物、高原野菜、観光（清里） 　　　 （須賀）
６回　２００２年１０月　長峰山（明科町） 里山保全活動、フォッサマグナの大地形 　　　 （畑中）
７回　２００３年４月　中綱湖～姫川源流（大町市・白馬村） 湖水と河川源流域の自然 　　　　　　　　　　 （須賀）
８回　２００３年５月　焼尾峠（天龍村・南信濃村）　秋葉道、南信州の自然と暮らし 　　　　　　 （富樫）
９回　２００３年９月　塩田平（上田市） ため池、里山の変化、里山保全活動 　　　　　 （畑中）
１０回　２００３年１０月　鳥居峠（木祖村・楢川村） 中山道、ドングリ調査、俳句会 　　　　　　　 （堀田）
１１回　２００４年５月　居谷里湿原（大町市） 湿原の花と昆虫、かつての湿原利用 　　　　　 （堀田）
１２回　２００４年９月　菅平高原（真田町） 湿原の動植物と人為改変 　　　　　　　　　　 （須賀）
１３回　２００４年９月　伊那谷の段丘（伊那市） 段丘と自然、地下水利用、宿場町 　　　　　　 （畑中）
１４回　２００４年１０月　小泉山（茅野市） 里山の保全と利用、雄大な地形と地史 　　　　 （富樫）
１５回　２００５年５月　飯綱高原（長野市） 高原の自然、里山変遷と多様な環境 　　　　　 （富樫）
１６回　２００５年７月　霧ケ峰高原（諏訪市・下諏訪町） 高原の生き物と利用の歴史 　　　　　　　　　 （須賀）
１７回　２００５年１０月　虫倉山麓（中条村） かつての里山と里山の将来 　　　　　　　　　 （畑中）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

雪国の民家の特徴と暮らし（小谷村） かつての秋葉道と炭焼き窯跡（天龍村）
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　この里山歩きを通して，参加者の方々とともに企画をした私たち自身が，信州の里山はこんなにも多様で，

たくさんの大事なものをもっているということを知ることができた．簡単にいえば、この「里山歩き」は，

形としてはウォーキングに近く、内容としては「自然観察」と「郷土史探訪」を融合させたものであり，と

もに自然や歴史や暮らしを見つめ，そのつながりや意味を味わうものといえる．

「里山歩き」の可能性

　「里山歩き」のように，歴史と自然をいっしょに学ぶことには，１たす１の情報が５や１０の発見にもつなが

る期待がある．郷土史が専門の方も、自然観察中心の方も、それぞれ各地で見学会を催しているが，これま

で両者が一緒になる機会はあまりなかったように思われる．そうだとしたら，今後「里山歩き」のような形

でそれらの方々がともに地域を歩くことで，新しい地域の宝がぞくぞくと発見されるかもしれない．

　講座を通じて見えてきたのは，「（信州の）人の暮らしとともにある自然の魅力」である．ご紹介した「里

山歩き」は，その魅力をどう引き出し，共に味わうかという実験でもあった．次頁以下に添付するのは，茅

野市小泉山で行なった里山歩きのときに用意した参加者に配布した資料の一部である．地域の宝の掘り起こ

しや地域の価値の再発見をしたい，あるいは独自のエコツーリズムの開発に取り組もうと考えておられる方

に，すこしでも参考にしていただければ幸いである． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （富樫　均）

 

小泉山山頂で里山談義（茅野市） 信州の里山としての高原の魅力（霧ケ峰）
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第１４回　「里山歩き」で準備した資料（参考として一部を抜粋）
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